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資料-1 調査団員・氏名

現地調査（2016 年 6 月 11 日から 7 月 9 日） 

名前 担当 所属

山形 律子 総括 JICA人間開発部 保健第2チーム課長 
磯野 光夫 感染症対策 JICA人間開発部 国際協力専門員 
磯川 笙子 協力企画 JICA人間開発部 保健第2チーム職員 

篠原 克明 感染症対策/施設計画 国立感染症研究所 バイオセーフティ

管理室

江連 晃尉
業務主任／建築計画／環境社

会配慮

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

島田 隆次 建築設計
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

鎌形 亜土 設備設計
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

石川 晴久 施工計画／積算
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

金子 昭生 機材計画 株式会社フジタプランニング(AHMN) 
手嶋 正志 機材調達計画／積算 株式会社フジタプランニング

大波 和美 検査・研究計画
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル（公益財団法人結核予防会）

石川 泰子
自然条件調査／環境社会配慮

補佐

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

宮武 直子 建築設計補佐（自社負担）
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

浦田 あゆみ 通訳
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル（翻訳センターパイオニア）

概略設計概要説明調査（2016 年 11 月 24 日から 12 月 1 日） 

名前 担当 所属

磯野 光夫 総括 JICA人間開発部 国際協力専門員 
磯川 笙子 JICA計画管理 JICA人間開発部 保健第2チーム職員 

江連 晃尉
業務主任／建築計画／環境社

会配慮

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

島田 隆次 建築設計
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル

金子 昭生 機材計画 株式会社フジタプランニング(AHMN) 

浦田 あゆみ 通訳
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

グローバル（翻訳センターパイオニア）
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JICA総括 JICA専門員 JICA専門員 JICA計画管理
業務主任／建築計画／

環境社会配慮
建築設計 機材計画 検査・研究計画

自然条件調査/環境社会
配慮補助

設備設計 施工計画／積算 機材調達計画／積算
建築設計補佐
（自社負担）

通訳

山形　律子 磯野　光夫 篠原　克明 磯川　笙子 江連　晃尉 島田　隆次 金子　昭生 大波　和美 石川　泰子 鎌形　亜土 石川　晴久 手嶋　正志 宮武　直子 井口　あゆみ

1 6月11日 土 AF293　東京→

2 6月12日 日 AF888　CDG→FIH

3 6月13日 月 業務主任に同じ

業務主任に同じ

4 6月14日 火 業務主任に同じ

CPU登録
自然条件再委託契約準

備
業務主任に同じ

5 6月15日 水
自然条件再委託契約準

備
検査・研究計画に同じ

既存施設・サイト状況調
査

業務主任に同じ 業務主任に同じ

6 6月16日 木 検査・研究関連調査 機材計画関連調査 検査・研究関連調査 自然条件再委託契約 検査・研究計画に同じ

業務主任に同じ

7 6月17日 金 業務主任に同じ

業務主任に同じ

8 6月18日 土 →FIH 団内協議
自然条件再委託契約イ

ンフラユニット協議
業務主任に同じ

9 6月19日 日 団内協議 団内協議
団内協議
資料整理

10 6月20日 月 JICA事務所
機材計画関連調査

JICA事務所
検査・研究関連調査

JICA事務所
機材計画関連調査
コンサルタントMTG

建築設計に同じ 業務主任に同じ

設備設計調査 施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

11 6月21日 火
機材計画関連調査
機材計画案の検討

TB ラボP3視察
無償案件視察

自然条件調査
無償案件視察

機材計画に同じ 建築設計に同じ 業務主任に同じ

12 6月22日 水 自然条件調査 設備設計調査 施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

団内協議、インフラ省・環
境庁協議

施設計画案検討 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

13 6月23日 木
自然条件調査

/環境社会配慮調査
建築設計に同じ
設備設計調査

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

INRB、インフラ省協議
施設・機材計画案検討

業務主任に同じ
INRB、インフラ省協議
施設・機材計画案検討

INRB・インフラ省協議
機材・調達関連調査

建築設計に同じ 業務主任に同じ

14 6月24日 金
概略設計案（施設/機材）

検討
業務主任に同じ 検査・研究計画関連調査

自然条件調査
/環境社会配慮調査

建築設計に同じ
設備設案検討

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

AF927　18:15 FIH→ 建築設計に同じ 業務主任に同じ

15 6月25日 土 AF272　11:00 CDG→ FIH→

16 6月26日 日 →東京 5:50

17 6月27日 月
環境社会配慮調査

自然条件調査
建築設計に同じ
設備設案検討

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

18 6月28日 火
環境社会配慮調査

自然条件調査
建築設計に同じ
設備設計調査

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

19 6月29日 水
環境社会配慮調査

自然条件調査
建築設計に同じ
設備設計調査

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

概略設計案（施設/機材）
検討、団内協議

環境社会配慮調査
自然条件調査

建築設計に同じ
設備設計調査

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

20 6月30日 木 AF889　FIH→ 自然条件調査
建築設計に同じ
設備設案検討

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

21 7月1日 金 AF272　CDG→ 自然条件調査
建築設計に同じ
設備設案検討

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

22 7月2日 土 →東京

23 7月3日 日

24 7月4日 月
環境社会配慮調査

自然条件調査
建築設計に同じ
設備設計調査

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

25 7月5日 火
建築設計に同じ

環境社会配慮調査
建築設計に同じ
設備設計調査

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

26 7月6日 水
自然条件調査

/環境社会配慮調査
建築設計に同じ
設備設計調査

施工・調達関連調査 機材・調達関連調査 建築設計に同じ 業務主任に同じ

27 7月7日 木

28 7月8日 金

29 7月9日 土

TBラボ（P3)視察

ミニッツ案の検討・作成、団内協議

インフラ省・環境庁協議

INRB・インフラ省協議
施設・機材計画案検討

検査・研究関連調査

INRB・インフラ省協議

施設・サイト確認
JICA事務所

施設・サイト確認
JICA事務所

AF888　CDG→FIH

業務主任に同じ
INRB・保健省協議

他ドナー協議
施設・機材計画案概算検討

他ドナー協議

業務主任に同じ
他ドナー協議

概略設計案（施設/機材）検討、団内協議

JICA報告
AF889　FIH→

INRB補足調査
コンサルタントMTG

資料整理 資料整理

INRB、公共事業省　概略設計案（施設/機材）協議
テクニカルノート協議（INRB）

ミニッツ案の検討・作成

NRT:成田国際空港、CDG：フランス・シャルル・ドゴール国際空港、FIH：コンゴ民主共和国ンジリ国際空港
INRB: Institut National de Recherche Biomédicale

月日

AF927　FIH→

AF272 CDG→

→東京

テクニカルノート協議（インフラ省）

INRB補足調査、テクニカルノート準備
コンサルタントMTG

INRB補足協議（施設/機材計画）
インフラ省補足協議（施設計画）

テクニカルノート協議（インフラ省）
テクニカルノート署名

AF293　東京→

既存施設・機材・サイト状況調査

環境社会配慮調査

INRB、公共事業省協議

AF293　22:50 東京→

AF888　10:35 CDG→ 17:25 FIH

INRB・インフラ省インセプションレポート説明、サイト視察

保健省インセプションレポート説明
大使館表敬

JICA安全ブリーフィング

INRB・インフラ省質問票確認、協議
JICA事務所表敬

施設・設備計画関連調査

AF888　CDG→FIH

資料整理
団内協議

AF293　東京→

既存施設・サイト状況調査

機材計画関連調査

機材計画案検討
団内協議

施設・設備計画案検討
インフラユニット協議、団内協議

団内協議
資料整理

INRB,　インフラ省協議
施設計画・機材計画案の検討、団内協議

TB ラボP3視察
無償案件視察

施設・設備計画案検討
無償案件視察（INPP、INPES）

TB ラボP3視察
団内協議

AF272 CDG→

団内協議（概算事業費オプション）
JICA協議

施設計画・機材計画案の検討ミニッツ案の検討・作成

INRB、インフラ省協議
JICA事務所報告

業務主任に同じ

概略設計案（施設/機材）団内協議

→東京

AF889 21:15 FIH→

AF272　11:00 CDG→

→東京 5:50

概略設計案（施設/機材）検討

大使館報告
概略設計案（施設/機材）団内協議

概略設計案（施設/機材）検討、団内協議

概略設計案（施設/機材）検討、団内協議
ミニッツ協議

概略設計案（施設/機材）検討、団内協議
INRB協議
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概略設計概要説明調査（2016 年 11 月 24 日から 12 月 1 日） 

JICA総括 JICA計画管理
業務主任／建築計画

／環境社会配慮
建築設計 機材計画 通訳

磯野　光夫 磯川　笙子 江連　晃尉 島田　隆次 金子　昭生 井口　あゆみ

1 11月24日 木

2 11月25日 金

3 11月26日 土

　

4 11月27日 日

　

5 11月28日 月

　

6 11月29日 火

7 11月30日 水

8 12月1日 木

HND:羽田空港、NRT:成田国際空港、CDG：フランス・シャルル・ドゴール国際空港、FIH：コンゴ民主共和国ンジリ国際空港
INRB: Institut National de Recherche Biomédicale

月日

INRB・保健省、公共事業インフラ省：　協力準備調査報告書（案）および機材仕様書（案）説明

INRB・保健省、公共事業インフラ省：　協力準備調査報告書（案）および機材仕様書（案）協議
団内協議、ミニッツ案の検討・作成

INRB・保健省、公共事業インフラ省：　協力準備調査報告書（案）および機材仕様書（案）協議

団内協議、ミニッツ案の検討・作成

INRB・保健省、公共事業インフラ省：　ミニッツ協議

INRB・保健省、公共事業インフラ省：　ミニッツ協議
団内協議、ミニッツ案の検討・作成

AF293　00:35 HND→
AF888　10:40 CDG→ 18:35 FIH

AF889　22:25 FIH→

AF276 13:50 CDG→

→9:45 NRT

INRB・保健省、公共事業インフラ省：　ミニッツ協議（最終ドラフト確認）

INRB・保健省、公共事業インフラ省：　ミニッツ協議（最終ドラフト確認）
JICA事務所・大使館　報告
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資料-3 関係者（面会者）リスト

1. 在コンゴ民主共和国日本大使館

野口 修二 ： 参事官

2. JICAコンゴ民主共和国事務所

青木 利道  ： 所長 

古田 国之 ： 副所長 

馬淵 ゆき子 ステファニー ： 所員

Dr. Raymond MUFWAYA NSENE ： 所員

池田 憲昭 ： 専門家

3. 保健省

Dr. Kebela ILUNGA ： 疾病対策局 局長(DLM) 
Dr. Dieudonné MWAMBA ： 疾病対策局 疫学課課長

Dr. Justus NSIO ： 疾病対策局

Dr. Michel KASWA KAYOMO ： 国立細菌リファレンス研究所

Dr. Crépin MBALA NSIMBA ： 保健省次官

4. INRB生物医学研究所

Pr. Jean Jaques MUYEMBE ： INRB所長 
Dr. Stomy KARHEMERE ： INRB副所長 
M. Jean Paul KAYEMBA ： 財務局局長

Mme. Octavie LUNGUYA ： 微生物学課課長

Mme. Rosine ALI ： 研修課課長 (UPBM分子生物ユニット) 
Pr. Steve AHUKA ： ウイルス課課長

M. Ngoti MUMBA ： 寄生虫学

Mme. Twaibu MANGAZA ： 事務局管理

Pr. Pati PYANA ： 寄生虫学 LNRTHA コーディネーター 
M. Luzolo KIMDOMBE ： 所長アシスタント

M. Bobo KIMOSI ： メンテナンス課課長

M. Pankwa Wotang ：  人材課課長

Dr.MAHDOKO ：  寄生虫ユニット長

Dr.Zola MANZAMBI ：  昆虫学研究者

Dr. Jimmy KAPETSHI ：  研究者

Dr.Hugo KAVUNGA ：  インフルエンザーポリオ研究者

Mme. Bile Bile LINGO ：  秘書

5. インフラ公共事業省

M. Willy CARLOS MPETE ： インフラ公共事業省 大臣官房長

M. Théo NTELA ： インフラユニット コーディネーター

M. Jean Pierre MUTAMBA ： インフラユニット 道路課課長

M. Ambroise KAMDAMBU ： インフラユニット エンジニア 施設担当

M. Choquet NGOBE ： インフラユニット エンジニア 道路課アシスタント

M. Chaibou MAMANE ： インフラユニット 環境専門家 国際案件担当

M. Aimé KABAMBA ： インフラユニット 環境社会配慮専門家国内案件担当

M. Patrick MBUY’A SAKAFUKU ： インフラユニット GIS 地理 シニアエキスパート 
M. Cyrille Rolex KITAPINDU ： インフラユニット 広報アシスタント

Mme. Jeanine Selemani ： インフラユニット 税務担当
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6. 環境省環境庁 Agence Congolaise de l’Environnement (ACE)
M. Albert KILUBI LICHINJA YONNEEN ： 研修・ドキュメンテーション局 局長

M. Herve KAFWAMBA LUMPUNGU   ： インストラクション・評価局 局長

M. Cléo BOONGO BOLELI      ： 財務局 局長

M. Marius Trésor BOLEKO W’ALEMBO  ： コミュニケーションユニット 広報・プロトコル

7. ドナー

Dr. Prime M. MULEMBAKANI ： METABIOTA PREDICT(USA) ラボマネージャー 
Dr. Charles KUMAKAMBA ： METABIOTA PREDICT(USA) ラボマネージャー

Dr. Maria MAKUWA ： UCLA シニア研究員 
Dr. Nicole HOFF ： UCLA プログラムディレクター 
Mme. Francine SIMBA ： UCLA アドミ 
M.Jean-Felly NUMBI ： USAID 結核/感染症アドバイザー 
M. Abdou S Oyen ： CDC ヘルスディレクター 
Dr. MOUNDOUNGE ： サーベイランス担当OMS/WHO 
Mme. Jung Won Che ： KOICA所長   
Mme. Jong In Lee ： KOICA専門家 

8. 水道、電気、通信公社

M. Likulia Bamoenela ： SNEL 調査部長 
M. Kimbembe Pelenda Franck  ： REGIDESO 給水部部長 
M. Faustin Kakane Kakhema  ： SCPT  サービスコマーシャル部長 
M. Jean Robert Bukasa Kawadi ： SCPT  サービスコマーシャル部代表 
M. Moise Nsimba Manbote ： SCPT 技術部代表 

9. コンサルタント

M. James TENSEN  ： Alpha TOPO 代表/測量エンジニア 
M. Philippe Van Schandevyl  ： Vsi Afrique 代表 
Mme. Colombine Lejune  ： Vsi Afrique シビル・エンジニア 
M.Jalel Kochbati  ： Vsi Afrique  AEPミッションチーフ、水専門家 
Mme.Halila NSAKALA  ： Vsi Afrique  調達担当 
M. Kabeya NGAUDU  ： RESIDESO/SOTORAPUB アドミ 
M. MALOLO MAMPASI Alphonso  ： SOTORAPUB エンジニア 
M. Nicolas NTIAMU PANZU  ： NPN Consultant 代表/エンジニア 
M. Patrick Ndolo  ： NPN Consultant シビル・エンジニア 

10. 研究機材代理店

M. Robert NKALA KITIAKA ： Fournimed 社長 
M. Gabriel MAKUTA ： ESSOR EQUIPMENTS 取締役 
M. Alexis MUPEPE KASHIAMA ： COALEX MEDICAL 取締役 
M. Camile SARKIS ： WAGENIA 取締役 

11. テレビ電話会議システム代理店

M. B. M. BASAD ： ATEMCO 取締役 
M. Willy D. MANZAMBI ： ATON 取締役 
M. Ir Phillipe HAMISI NDJIMBI ： SITELE S. A. R. L 取締役 

12. 輸送会社

M. Serge MANGUNGU MATONO ： DHL オペレーション担当マネージャー 

13. ローカルコントラクター

M. Jitendra Sarab ： Solution for Africa S.A.R.L 代表/エンジニア 
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M. Fitouri Cherif ： Societe Congolaise De Construction Moderna技術代表 
M. Dieudonne Mwendanga ： Technobuild 代表 
M. Bourgi Ali ： SCICO 事務担当 
Raphael Mukulukulu ： SAFRICAS エンジニア 
M. Pierre Matondo ： M.W. AFRITEC S.A. 部長/エンジニア 
M. Didier Kimbungu ： M.W. AFRITEC S.A. エンジニア 
M. Evariste Mbuyi ： OBIMETAL 部長/エンジニア 
M. Arindam Saha ： FAMECO 本部長 

14. 類似施設

M. Joseph BONDJEKE MWENINDAKA ： INPP キンシャサ校校長 
M. Marcel BAROANI BUNZUKI ： INPESS 施設部長 
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資料-6 収集資料リスト 

番号 資料の名称 発行機関 形態※ 収集日

種類

収集

資料

専門家

作成資料

JICA 
作成資料

テキスト その他

1 Organigramme de l'INRB 2016
（INRB 組織図） INRB 紙媒体 2016/7/6 1

2 Plan de Formation de l'INRB, 20160707 
（INRB 研修計画） INRB 紙媒体 2016/6/22 1

3 
PROTOCOLE DE NETTOYAGE LABORATOIRE Version 
20120901 
（ラボの清掃手順書 バージョン 20120901） 

INRB 電子媒体 2016/7/6 1

4 Plan de réseau INRB (dwg)
（NRB 既存インフラ網の図面） Celleure Infrastructure 電子媒体 2016/6/30 1 図面

5 Evaluation des infrastructures annexe
（コ国側による初期の要請施設計画案）

Celleure Infrastructure 電子媒体 2016/6/30 1 図面含

6 Situation Financière de l'INRB
（INRB 作成の財務状況表） INRB 電子媒体 2016/7/29 1

7 Weather datas of Kinshasa
（キンシャサ気象データ） 

Monthly report of INPP construction work / 
OGIMET 電子媒体 2016/8/25 1

8 
Plans et Détails d'exécution du bâtiment du Ministère de la 
Santé.(don par belgique)（INRB 構内ベルギー支援施設の設計資

料）
CREATECH sprl  電子媒体 2016/7/7 1

9 Recherche Bibloographique et synthèse des corrélations entre les
caractéristiques des sols（コーン貫入抵抗値の換算にかかる論文）

Mandat de recherche 10/96 sur la proposition de 
l'Union des professionnels suisses de la 
route(VSS) 

紙媒体 2016/7/4 1

10 Biosafety in Microbiological and Biomedical  Laboratories 5th
Edition（BMBL） World Health Organization Biosafety Program 電子媒体 2016/3/14 1

11 国立感染症研究所病原体等安全管理規定 国立感染症研究所総務部調整課 電子媒体 2016/4/25 1
12 WHO 実験室バイオセーフティー指針（第３版） バイオメディカルサイエンス研究会 電子媒体 2016/4/1 1

13 バイオリスクマネジメント  実験施設バイオセキュリティガイダンス
WHO/CDS/EPR/2006.6  世界保健機関   (WHO) 電子媒体 2016/4/22 1

14 091_Financement Voirie Kinshasa_par la BADEA_30Juin2014_A3
(PDF)（インフラユニット作成の土地利用図） Celleure Infrastructure 電子媒体

PDF 2016/7/6 1 地図

15 091_Financement Voirie Kinshasa_par la
BADEA_30Juin2014_zoom.pdf Celleure Infrastructure 電子媒体

PDF 2016/7/6 1 地図

16 Arrete Ministreriel N 29 / Des Etudes Environnementales et
Sociales 

Le Ministre/Ministère de l'environnement, 
Conservation de la Nature et Développement 
Durable 

紙媒体 2016/6/22 1

17 
Guide des procedures pour l'Elaboration d l'Etude d'Impact 
environnementale et Social<EIES> et de sa mise en oeuvre（環境社

会配慮調査に関わる大臣令（申請費用））

Agence Congolaise de l'Environnement (ACE) 紙媒体 2016/6/22 1
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番号 資料の名称 発行機関 形態※ 収集日

種類

収集

資料

専門家

作成資料

JICA 
作成資料

テキスト その他

18 
Normes de performance en matière de durabilité environnementale 
et sociale(コンゴが準拠（参照）している世銀 G の環境基準
http://www.ifc.org/) 

Société Financière International 電子媒体 2016/6/22 1

19 
Arrêté Ministériel N°28-FIXANT LES CONDITIONS 
D'AGREMENT D'UN BUREAU D'ETUDES EN EVALUATION 
ENVIRONNEMENTALE ET SOCIALE (Textes légaux ACE) 

Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

20 
Arrêté Ministeriel Portant nomination d'un chargé de mission et 
d'un chargé de mission adjoint de l'ACE (Textes légaux ACE)(大
臣令 No28 環境社会配慮コンサルタントの条件) 

Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

21 

Décret N 13_015 DU 29 MAI 2013 PORTANT 
REGLEMENTATION DES INSTALLATIONS CLASSEES 
(Textes légaux ACE)(首相令 N13_015 29MAI 2013 クラス分け

の導入) 

Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

22 

Decret N°14_019 du 02 Aout 2014 fixant les règles de 
fonctionnement des mécanismes procédureaux de la protection de 
l'environnement (Textes légaux ACE)(首相令 N14_019 02 Aout 
2014 環境保護のメカニズム手続きのルール) 

Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

23 

Décret N°14_030 DU 18 NOV 2014 FIXANT LES STATUTS D 
UN ETABLISSEMENT PUBLIC DENOMME ACE (Textes 
légaux ACE)(首相令 N14_030 18 Nov 2014（公的機関としての

ACE のステータス) 

Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

24 
La loi sur l'eau du 31 décembre 2016 Version promulguée le 04 
Janvier 2016 (Textes légaux ACE)（水に関する法律、2016 年 1
月 4 日公布の 12 月 31 日版） 

Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

25 

Loi N°-11-009-DU-09-JUILLET-2011 portant principes 
fondamentaux relatifs à la protection de l'environnement_RDC
(Textes légaux ACE)(2011 年 7 月 09 法 No11-009(コ国での環境

保護の基本的な法律) 

Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

26 Note Circulaire Ministre (Textes légaux ACE)
(環境省大臣回覧メモ)  Agence Congolaise de l'Environnement(ACE) 電子媒体 2016/6/22 1

27 TDR EIES INRB_revUES_06072016（CI の環境部門作成の環境

社会配慮調査 TOR） 
Celleure Infrastructure 電子媒体 2016/7/7 1

28 Carte hydrographique Kinshasa, A4.jpg 
（キンシャサの水利図） Celleure Infrastructure 電子媒体

JPEG 2016/7/20 1 地図

29 Carte occupation des sols Kinshasa, A4.jpg
（キンシャサ土地利用図） Celleure Infrastructure 電子媒体

JPEG 2016/7/20 1 地図

30 PNDS2016-2020 
（国家保健計画 2016 年-2020 年） Ministère de la santé publique 電子媒体 2016/11/21 1
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資料-7 その他の資料・情報 

測量図 
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ボーリング調査、地中障害物調査位置図 

地中障害物調査写真 

観察ピット S1 観察ピット S2 

観察ピット S3 観察ピット S7 
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ボーリング調査、柱状図 

A-7-3



A-7-4
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給排水現況調査、水質調査位置図 
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給水 水質データ 

N° Parameters Sample 1 Sample 2 Sample 3 Sample 4 Sample 5 Sample 6 
Maximum 
Tolerable 
values

Sampling date 7/18/16 
9:30 AM 

7/18/16 
2:30 PM

7/19/16 
10:30 AM

7/19/16 
3:30 PM

7/20/16 
9:30 AM

7/20/16 
1:30 PM 

Sampling location 
Existing City 
water 
connection 

Existing City 
water 
connection

Existing City 
water 
connection

Existing City 
water 
connection

Existing City 
water 
connection 

Existing City 
water 
connection 

1 Temperature [°C] 27.8 29.1 26.5 27.5 25.8 27.4 
2 Color [mg/L Pt] 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 

5 Turbidity [NTU] 0.008 0.005 0.007 0.008 0.007 0.009 between 0.5 
and 2 NTU

6 pH 7.16 7.08 7.24 7.11 7.17 7.09 between 6.5 
and 9.5

7 Conductivity  [µS/Cm] 70.6 68.2 72.1 69.5 68.1 71.4 
>= 180 and <= 
1000 (20 C) 
///>=200 and 
<=1100 (25 C)

8 Total Dissolved solids 
(TDS) [mg/L] 35.5 36.8 35.4 35.8 34.7 35.2 

9 
Biological Oxygen 
Demand (BOD) 
[mgO2/L] 

0.02 0.03 0.02 0.01 0.02 0.03 

10 
Chemical Oxygen 
Demand (COD) 
[mgO2/L] 

2 2 1 1.5 1 2.5 

11 Hardness [THT°F] 1.24 1.26 1.22 1.23 1.24 1.22 200
12 Alkalinity [TA °F] 0 0 0 0 0 0

13 Total Alkalinity 
[TAC°F] 1.14 1.13 1.12 1.13 1.14 1.14 

14 Ammonium(NH4
+ ) 

[mg/l] 0 0 0 0 0 0 0.1
15 Nitrate (NO3

-)  [mg/l] 2.43 2.4 2.47 2.45 2.39 2.41 25
16 Nitrite (NO2

-)  [mg/l] 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.01

17 Bicarbonite (HCO3
-) 

mg/l 13.9 13.6 13.6 13.6 13.8 13.9 

18 Calcium (Ca2+) mg/l 20 19 19 20 21 20 

19 Magnesium (Mg+) 
mg/l 15 16 15 14 14 14 

20 Potassium (K+)  mg/l 5.12 5.15 5.1 5.11 5.12 5.12 
21 Sodium (Na+)  mg/l 9.5 9.3 9.1 9.1 9.3 9.2 20

22 Total Iron(T-Fe)  mg/l 0.1 0.12 0.11 0.1 0.1 0.12 
acceptable 
value 5 mg/l, 
No threshlod 
value

23 Chloride (Cl-) mg/l 1.06 1.04 1.01 1.05 1.04 1.03 20
24 Sulphate (SO4

-) mg/l 2.05 2.02 1.98 1.99 2.01 2.03 250

25 Phosphate (PO4) mg/l 0.05 0.04 0.05 0.03 0.04 0.05 No threshold 
value

26 
Organic 
matterdoxidable into 
KMnO4  [mgO2/l] 

1 1 1 0.8 1 1 
5

27 Fluoride (F-) [mg/l] 0.03 0.02 0.03 0.02 0.03 0.03 1.5
28 Arsenic (As) [mg/l] 0 0 0 0 0 0 0.01
29 Copper (Cu) [mg/l] 0 0 0 0 0 0 1
30 Lead (Pb) [mg/l] 0 0 0 0 0 0 0.01

31 Manganese (Mn) 
[mg/l] 0 0 0 0 0 0 0.05

32 Mercury (Me)   [µg/l] 0 0 0 0 0 0 0.001
33 Cadmium (Cd) [mg/l] 0 0 0 0 0 0 0.003
34 Nickel (Ni)  [mg/l] 0 0 0 0 0 0 0.07

35 Chromium (Cr6+)  
[mg/l] 0 0 0 0 0 0 0.05

36 Oil Content (OC) [µg/l] 0 0 0 0 0 0 0.0001

37 Coliform Group 
[UFC/100ml] 0 0 0 0 0 0 0

38 Total Bacteria 
[UFC/100ml] 0 0 0 0 0 0 0
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排水 水質データ 

N° Parameters Sample 1 Sample 2 Sample 3 Maximum Tolerable 
values

Sampling date 7/21/16 10:00 AM 7/20/16 11:30 AM 7/20/16 11:00 AM 

Sampling location 

Manhole (manhole V8) 
located behind the 
Virology laboratory 
(wastewater before 

disinfection) 

Filter chamber of the 
septic tank (septic tank 
F1) located behind the 

Virology laboratory 
(wastewater after 

disinfection) 

Manhole (manhole 
A11) located behind 

the Bacteriology 
laboratory in the 

administrative building 
(wastewater before 

disinfection) 

GPS Coordinates 
S 4°18΄35,8˝ 

E 15°18΄10,8˝ 
Elevation 283m

S 4°18΄35,7˝ 
E 15°18΄10,9˝ 

Elevation 283m

S 4°18΄39,6˝ 
E 15°18΄10,4˝ 

Elevation 283m 
1 pH  7.2 7.52 7.65 6.5 - 8 

2 Total Dissolved Solids (TSS) 
[mg/L] 172.5 616.5 237.5 

No restriction on use 
(<450 mg/l), Slight to 
moderate restriction on 
use (450 - 2000 mg/l), 
Severe restriction 
(>2000 mg/l)

3 Total Suspended Solids (TSS) 
[mg/L] 64 248 42 ≤ 30 mg/l 

4 Biological Oxygen Demand 
(BOD) [mgO2/L] 0.2 0.25 0.15 ≤ 30 mg/l 

5 Chemical Oxygen Demand 
(COD) [mgO2/L] 5 5 4

6 Hardness [THT°F] 19.43 19.22 12.16 
7 Alkalinity [TA °F] 0 0 0 
8 Total Alkalinity [TAC°F] 1.18 1.1 1.15 
9 Ammonium (NH4

+ ) [mg/l] 1.25 0.75 1.12 

10 Nitrate (NO3
-)  [mg/l] 12.75 24 15 

No restriction on use 
(<5 mg/l), Slight to 
moderate restriction on 
use (5 - 30 mg/l), Severe 
restriction (>30 mg/l)

11 Nitrite (NO2
-)  [mg/l] 0.76 5.6 0.75 

12 Bicarbonate (HCO3
-) mg/l 14.4 13.42 14.03 

No restriction on use 
(<1.5 mg/l), Slight to 
moderate restriction on 
use (1.5 - 8.5 mg/l), 
Severe restriction (>8.5 
mg/l) 

13 Calcium (Ca2+) mg/l 42.76 41.75 40 
14 Magnesium (Mg+) mg/l 21 21.1 17.2 
15 Potassium (K+)  mg/l 6.75 17.62 7 
16 Sodium (Na+)  mg/l 8.76 11.1 9.18 
17 Total Iron(T-Fe)  mg/l 0.65 2.76 0.5 ≤ 5 mg/l
18 Chloride (Cl-) mg/l 28.12 21.3 27.75 
19 Sulphate (SO4

-) mg/l 5 42.75 5.75 
20 Phosphate (PO4) mg/l 1.5 10.8 1.7 

21 Organic matteroxidable into 
KMnO4  [mgO2/l] 6 9 5

22 Fluoride (F-) [mg/l] 6 4.05 7.75 ≤ 1 mg/l
23 Arsenic (As) [mg/l] 0 0 0 ≤ 0.01 mg/l
24 Copper (Cu) [mg/l] 0.01 0.25 0.05 ≤ 0.2 mg/l
25 Lead (Pb) [mg/l] 1.35 1.85 1.05 ≤ 5 mg/l
26 Manganese (Mn) [mg/l] 0.05 0 0.07 ≤ 0.2 mg/l
27 Mercury (Me)   [µg/l] 15.5 4.75 7.16 ≤ 10 µg/l
28 Cadmium (Cd) [mg/l]  0 0 0 ≤ 0.01 mg/l
29 Nickel (Ni)  [mg/l]  0 0 0 ≤ 0.2 mg/l
30 Chromium (Cr6+)  [mg/l] 0 0 0 ≤ 0.1 mg/l
31 Oil Content (OC) [µg/l]  0 0.001 0 

32 Coliform Group [UFC/100ml] 0 Countless 0 
geometric mean no. per 
100 ml ≤ 200 (more 
stringent guideline)

33 Total Bacteria [UFC/100ml] 11 countless 13 geometric mean no. ≤ 
200/100 ml
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土壌汚染調査、土壌サンプリング位置図 
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汚染状況 
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既存施設調査データシート 

アドミ棟 

Room 
No 

室名 又は研究内容(仏) 責任者名 ドナー Department 研究内容 主な機材 建築設備
部屋の

サイズ
その他

（日本語訳又は意味） Nom de la direction 研究ﾊﾟｰﾄﾅｰ Section 具体的な内容、活動、ほか 天井高(m) 

A1 Services Entomologie 
Dr.Wantsengaxz 
 Francis 

6. ENTOMOLOGIE MEDIC 浸漬蚊帳用の薬剤に対する耐性蚊

の分布を調査している

・冷蔵庫（2 ドア） 
・冷凍庫(-30℃) 2 
・乾熱滅菌器

・恒温水槽

・ELIZA リーダー 

・給水 
・排水 
・FD 

19m2

(3.8×5.0) 
奥に蚊の培養

室有り（暑い）

昆虫学

Vector Control section 観察用の蚊の育成 （養殖） 
窓、ドアに網あり。生きたウサギを餌

として利用中。 

CH=2.8

A2 Department de la Biologie 
Chimique 

5. ANALYSES 
MEDICALES 

近隣の病院から依頼を受けたその

病院でできない生化学、血液学検査

を実施中。患者が来院する場合は

別途外来検査室あり。 

（生化学）生化学分析装置、分

光光度計、電解質分析装置、ホ

ルモンアナライザー、遠心分離

器、pH メーター、恒温水槽、ビリ

ルビンメーター 
（血液学）血球カウンター、凝固

能力検査装置、電気泳動、顕微

鏡 

63m2

(7.0×9.0) 

生化学

6 名 Biology Cimique 機材構成から一般的な検査に加え

てやや特殊な検査を実施しているよ

うに判断される。研究活動とは直接

的な関係はないと思われる。 

CH=2.8

A3 Labo Bureau
(UCLA research Lab.) 

Dr.Mukadi Daniel UCLA 4. EPIDEMIOLOGIE EBOLA の共同研究を実施中 BSC、冷凍庫 10 台以上 

UCLA ラボ事務室 

UCLA UCLA-DRC Reserch Prog Freezer が大量に設置され分析装置

は見かけていないため、おそらく検

体を集めるのみで、それを UCLA に

送っていると思われる。 

CH=2.8

A4 Bacteriologie Lab. No1 Dr.Lunguya, 
Dr. Octavie Marie France 

2. BACTERIOLOGIE 培養の作成作業エリア ・インキュベーター、BSC 33m2

(3.7×8.9) 
レバノンからの

研修生

バクテリア ラボ Salumonera CH=2.8

A5 Bacteriology Lab. No2 
真ん中のスペース 

Dr.Lunguya, 
Dr. Octavie Marie France 

2. BACTERIOLOGIE VATEC という自動分析装置のエリア

であるが故障中で使用していない。

VATEC とその関連機器（詳細不

明） 
倉庫 Stockage 倉庫 CH=2.8

A6 Bacteology Lab. No3 
Prepalation 

Dr.Lunguya, 
Dr. Octavie Marie France 

2. BACTERIOLOGIE 培地の作成作業 縦型オートクレーブ２、ドラフトチ

ャンバーであるが排気がないの

で詳細不明 
バクテリア ラボ準備室 Bureau de preparation

A7 
Laboratoire unite 
desurveillance maladies et 
potentiel epidemique 

2. BACTERIOLOGIE コレラ菌対象の細菌検査室。 BSC, 遠心分離器、インキュベー

ター2、冷蔵庫 2 
26.24m2

(4.2×6.2) 

コレラ
Cholera, meningits, 
plague lab 

CH=2.8
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Room 
No 

室名 又は研究内容(仏) 責任者名 ドナー Department 研究内容 主な機材 建築設備
部屋の

サイズ
その他

（日本語訳又は意味） Nom de la direction 研究ﾊﾟｰﾄﾅｰ Section 具体的な内容、活動、ほか 天井高(m) 

A8 Laverie des matériels 
souilles 

2. BACTERIOLOGIE 器具の洗浄室。 ・オートクレーブ*2 (稼働 1 基） 
乾熱滅菌器 

21m2

(4.2×5) 
洗浄室 CH=2.8

A9 Mycobactéries Dr.Nadine Mintsey 2. BACTERIOLOGIE 主にＴＢの培養を実施。 ・インキュベーター、BSC 26.24m2

(4.2×6.3) 
マイクロ細菌 TB, Staining of Buruli ulcer CH=2.8

A10 Ebola Lab 1. VIROLOGIE 使用していない研究室で、今後も使

用の計画なし 
EBOLA の検査室としては、フランスと

のマラリアの研究協力で導入され、

マラ理化の研究で現在も活用してい

る Mobile Labo をアウトブレイクの次

に借用することを考えている。調査

時には地方へ行っており、見られな

かった。 

閉鎖中

エボラ・ラボ 

Lavoratoire fevers 
hemorrogic virals (Ebola) 

A11   Unite Pluridisciplinaire de 
bio-moleculaire （UPBM） 

Dr.Masumu 
Dr.Marie France 
Dr.Rosine 

3. PARASITOLOGIE 3 つのエリアに壁で仕切って、DNA
の抽出、PCR 増幅、電気泳動による

ウイルスの同定を行っている。検査

対象はマラリアと TB  

抽出エリア

BSC、自動核酸抽出システム、ド

ライバス、遠心分離器、恒温水

槽、tube shaker, 恒温水槽 2 種類

PCR エリア 
リアルタイム PCR 
電気泳動エリア 
ゲル電気泳動装置、電気泳動

ゲル撮影装置 

分子生物学 学際ユニッ

ト 

CH=2.8

A12   Malaria National Reference 
Labo 

CDC, US-AIDS 3. PARASITOLOGIE マラリア検査の品質管理指導、検査

の研修を実施。サンプルを地方から

収集して品質管理のための検査を

行っている。 

電気泳動、カロリーメーター、遠

心分離器、電気泳動膜撮影装

置、CO2 インキュベーター、乾熱

滅菌器、ドラフトチャンバー、顕

微鏡 2 しかし顕微鏡以外は使

用されているようには見えなか

った。 

33.66m2

(5.1 ×6.6) 

マラリア・ラボ

Dr.Lamdela Ange Laboratoire national de 
référence du paludisme 

CH=2.8

A13   Unité Immunologie Pr.Mumba 3. PARASITOLOGIE トリパノソーマ検査の品質管理指

導、検査の研修を実施。ELISA により

検査している。トリパノソーマ検査キ

ットも使用している（商品として販売

しているもの）。 

蒸留水製造装置、ElIZA リーダ

ー、マイクロプレートインキュベ

ータ、冷蔵庫 3、Vortex、恒温水

槽 

33.15m2

(5.1 ×6.5) 

免疫ユニット

Référence nationale pour 
la maladie du sommeil 
laboratoire 

CH=2.8

A14   Pathology Dr.キシレイ 5. ANALYSES 
MEDICALES 

病理検査施設の不十分病院から病

理検査を受託している。研究活動と

は直接的な関係はないと思われる。

自動染色装置、クラニオトーム、

マイクロトーム、包埋ステーショ

ン、恒温水槽、ナイフシャープナ

ー 解剖病理学 検査
Anatomie pathologique
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ウイルス棟 

記号

室名 又は研究内容(仏) 責任者名 ドナー Department 研究内容 主な機材 建築設備
部屋の

サイズ
その他

（日本語訳又は意味） Nom de la direction 研究ﾊﾟｰﾄﾅｰ Section 具体的な内容、活動、ほか
（数量記載のないものは

すべて 1 台） 天井高(m) 

B1 laboratoire de Influenza
PCR 

Dr.Edith Nukuembe CDC ｱﾄﾗﾝﾝﾀ 1. VIROLOGIE PCR によるインフルエンザの同定 （右側の部屋） 
リアルタイム PCR2 
（廊下） 
縦型オートクレーブ

AC

インフルエンザラボ
PCR 

Influenza lab CH=2.1

B2 laboratoire de Influenza
Salle d'extraction 

Dr.Edith Nukuembe CDC ｱﾄﾗﾝﾝﾀ 1. VIROLOGIE 抽出 （左側の部屋）

抽出用の BSC, BSC,冷凍冷蔵

庫、BSC, 冷蔵庫、遠心分離機、

自動核酸抽出システム、 インフルエンザラボ
Influenza lab CH=2.1

B3 laboratoire de Influenza
Cell culture 

Dr.Edith Nukuembe CDC ｱﾄﾗﾝﾝﾀ 1. VIROLOGIE 細胞培養 （閉鎖中） AC
建物入口

鉄格子インフルエンザラボ 
細胞培養 

Influenza lab
Cell culture 

CH=2.1

C1 Viologie(BSL) META BIOTA Dr.Ahuka, Dr.Yobo US AID 
Predict 

1. VIROLOGIE ポリオ BSC, Incubater ・DHL が検体を

配達

Local 
V3 ポリオ、細胞培養

Polio, CH=2.1

C2 Viologie(BSL) Dr.Ahuka, Dr.Yobo 1. VIROLOGIE WHO の Polio Referance Lab として

稼働している。国内、近隣国から

サンプルが送られてきている。 

BSC, 倒立顕微鏡 4 ・事務所が向側

にあるLocal 
V4 ポリオ

Polio, CH=2.6

C3 Laboratoire de rougeole 
(BSL) 

1. VIROLOGIE

麻疹ラボ rougeole

C4 Laboratoire de molecular 
virology (BSL) 

1. VIROLOGIE ・Stool Sample(便）の検査 
・5～10 年ウイルスを保管する 
・Retrospective 

（検査室） 
BSC 
(検査室） 
リアルタイム PCR、PCR2, サーモ

サイクラー2、遠心分離器 2、ゲ

ル電気泳動装置、電気泳動ゲ

ル撮影装置 3 
（検体保管エリア）

冷凍庫多数 

Local 
V5 分子ウイルス学ラボ 

Yellow feaver, Rubella, 
Measles, HIV, Hepatitis, 
Monkey pox  

D1 ・換気無、臭い

A10 動物ラボ事務室

D2 Dr.Stormy ・換気無、臭い

A9 動物ラボ

D3 Dr.Stormy 実験用動物の飼育 ・換気無、臭い
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記号

室名 又は研究内容(仏) 責任者名 ドナー Department 研究内容 主な機材 建築設備
部屋の

サイズ
その他

（日本語訳又は意味） Nom de la direction 研究ﾊﾟｰﾄﾅｰ Section 具体的な内容、活動、ほか
（数量記載のないものは

すべて 1 台） 天井高(m) 

A8 動物飼育

D4 Human genetic 
interdisciplinary centre 

・換気無、臭い

A7 ヒト遺伝学際センター

D5 Parasitology Lab ・換気無、臭い

A6 寄生虫ラボ

D5  META BIOTA Charles 
Frida 

トリパノソーマ検査キットの製造

室。材料はすべてベルギーから

の輸入でセット組とフィルター用

の材料の組み込みを行ってい

る。15 分で分離ができ、それを顕

微鏡で確認する。€5/set で販売。

20set を 1 箱として販売。週 400 セ

ット程度販売している。保存期間

5 年間。 

ミキサー、しごきポンプ ソーラーパネル

有り

A5 メタビオタ

Mini colonnes US AIDEs マイクロプレートリーダー2,電気

泳動装置, 電気泳動膜撮影装

置, プレートシェーカー、マイクロ

プレートウオッシャー3 
A4 ミニコロン

D6 META BIOTA Germain、US-
AIDS 

植物をサルに食べさせ、新薬の

開発につなげる 
冷蔵庫、冷凍庫 

A3 ジャーマン・プラント 

D7 META BIOTA US AIDEs 
predict 

A2 メタビオタ

D8 Laboratore national Institute 
par Santé 

A1 国立健康研究所 
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クリニック棟

No 
室名 又は研究内容(仏) 責任者名 ドナー Department 研究内容 主な機材

建築設備

部屋の

サイズ
その他

（日本語訳又は意味） Nom de la direction 研究ﾊﾟｰﾄﾅｰ Section 具体的な内容、活動、ほか 天井高(m) 

E1 Reception 5. ANALYSES 
MEDICALES 

検査受付 

受付カウンター CH=3.14

E2 Attend 5. ANALYSES 
MEDICALES 

廊下幅 2.7 

待合室、廊下 CH=3.14

E3 Box 5 Angele Mpalaba 5. ANALYSES 
MEDICALES 

検査室 

E4 Box 3，4 5. ANALYSES 
MEDICALES 

採血室 

E5 Laboratoire biocimie clinique 5. ANALYSES 
MEDICALES 

外来患者の生化学、結碩学の検

査を実施している。患者は病院か

らの紹介または自己意思による。

研究活動とは直接関係しない活

動。研究所設立以来伝統的な方

針となっている社会貢献事業とし

て実施している。研究所の広報活

動としての意味もある。この活動

の結果として自己収入確保のため

の事業ともなっている。 

生化学分析装置、血球カウンタ

ー、顕微鏡 
・スペースが狭

くて困っている

生化学検査、血液学検査

E6 
Laboratoire Microbiologie 
clinique et Parasitologie 
clinique 

5. ANALYSES 
MEDICALES 

ラボ（寄生虫・細菌）

E7 
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